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寒冷地の肉用牛放牧による傾斜草地利用技術の確立
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1ま え が き

東北地域においては,公共牧場を主体とした草資源活用
の草地畜産が伸びており,今後もその進展が大いに望まれ,

これら公共牧場の多くは,急傾斜地を含む山間山麓に分布

し放牧利用形態がとられている。 しかしこれら放牧飼養に

あたつては,早急に解決しなければならない問題が提起さ
れ,そ のなかで最も重要な問題として,放牧草種の季節生
産性の平準化,草種構成等があげられている。本試験は,
施肥時期,施肥回数が草地の生産,利用性におよぼす影響
について家畜を用い検討を加えた。

2 試 験 方 法

1 供試牧草,組合せおよび供試牛
10草種を用い 4組合せを設定,1回施Jじ 2回施肥,そ
れぞれに対し黒毛和種12頭,ほかに乳用育成牛を放牧 し,

その都度,草量,推定採食量等を調査した。草種組合せ播
種量は表 1の通りである。

表 1 草種組合せおょび播種量

2 試験区の構成
それぞれの組合せに対し,年 1回施月巴区として, 4月 上

旬,7月 上中旬,9月 上中旬を設定,年 2回施肥区として,

4月上旬と7月 上中旬, 7月 上中旬と,月 上中旬, 4月上

旬と,月 上中旬に施肥する24区を設定した。

3 耕種概要
放牧地の造成は昭和49年秋に行い,造成時基肥として10

a当 り草地化成 (14,17,12)を 40協,成分量でN-56

り,P-68り,K-48概 熔燐は成分で 4′妨 消石灰40
り/10a施 し,追 1巴 として,各年次とも年1回施1巴区につ
いては尿素複合燐加安 212号 を成分でN-4,P-2,K―
4り/10aを全量施し,年 2回施肥区には1回 施肥区と同

質,同量のものを2回に分IIEし た。

3 試験経過の概要

試験草地の前作および概要は,南面傾斜放牧地であり造
成後 4年経過した裸地の多い草地 (傾斜度 0～ 30° )60ha

を更新し,播種は慣例より約10日 はど遅れた,月 25日～ 9

月30日 までの間に行った。供試した草種は表 1に かかげた

10草種を用い 4組合せの混播とした。造成した 6 haの放

牧地には,①草種組合せと季節別牧養力,②草種組合せと

草地止壌の侵蝕,③施肥水準が季節生産性におよぼす影響,

④施肥時期,施IIE回数が草地の生産,利用性におよぼす影

響等の調査区を設定し,それぞれの区には牧柵を施し,黒
毛和種育成牛12頭を放牧し,春季の余じよう草,まネルスタ

イン育成牛を充当した。④の項目についての第1回放牧調

査は,5月 中旬,第 2回 7月 上旬,第 3回 9月 下旬,第 4
回10月 下旬の 4回にわたり3ヶ年間同様の調査を実施した。

4 試 験 結 果

昭和 50～ 52年まで3ヶ 年間継続実施したが,各 組合せ

毎で試験期間はぼ類似した傾向にあったので52年度の成績

をみると, 1回施肥の 4月 施肥では年間合計でM3の 組合
せが生草重,風乾重とも1番多く,生草で 549ん,/a,風乾
率で16～ 25%の範囲であり,風乾重では 1006切/aでぁ
つた。但し推定利用率においては他の区より劣り67¢ でM
lの 区85%よ り18%も低かつた。7月 1回施IIEの区をみる

と生草ではM4の組合せが450り /aと 1番多いが,風乾重
ではM3が 876り /aと 多収であり, 推定利用率ではMl

不 種草 品 種 (記号 )
均 /a
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が88%と なつている。また 9月 施肥における生草重はAh l

の 567旬 /aが 1番多く, 次いで脇2が 550た,/aと なつて

おり,風乾重についてもMlが 981り /a,次いでM2970

り/aの 順となつている。推定利用率についてはllb lが生

草重も多いし80%の 利用率であつた。MlからM4の 組合

せに対する4,7,9月 の1回施肥の各利用時 (5月～ 10
月,4回 )の生草生産量は 5月 中旬利用時には150協～ 210

″/aであり,3回 ,4回 目利用の 9月 下旬,10月 下旬では

100切 /aまで到達しない区がほとんどであつた。 但 しM
lの 9月 施肥区においては,9月下旬で112″ /a,10月 下

旬で115切/aの生産があり, 何れの区の何れの施肥時期

より平衡生産を保ち収量も多かつた。

年 2回施肥における結果は4,7月 施肥でMlの 組合せで
年間生草重は426″/aと 多く次いでM4の 416り /● とな
り,風乾重についてはM374″ /a次いでA/a1719た ,/a
となつている。また推定利用率ではMlが 87%,M2,M
4が 79¢ ,M3が 74%であり,M3は風乾収量が多いけれ
ども利用率は 1番低かつた。 4,9月 施肥で年間生草収量の

多かったのはM3の 403均 /aで ぁり,風 乾収量も同じ順
位であつた。但し推定利用率においては,Ml,77%>M
4,69%>脇 2,64%>A7a3,57%で あり,M3は生草,
乾物共に多いが,推定利用率でMlの組合せよりも20%も

低い利用率だつた。7,9月 施肥での鋼間生草はA7o3の 組合

せが1番多く406″ /a,次いでM4,385均/a>Ml,
352均>M2,328″ であり,風乾収量でも同順位だつたo

推定利用率ではMlの 組合せがもつともよく85%であり,

次いでM4,83%>Ala 2,76%>M3,71%で あり,M
31ま 4,9月 施lじ同様,生草重,風乾重は1番多いが,推定

利用率では最も低かつた。

3ヶ年の各組合せ毎,施
"巴

時期ア1合計風乾収量は1回施

肥のMlでは,月 施肥2298切 /a>4月 施肥1986切/a

>7月 施肥1946ん,/aであり,M2では
'月
施肥2564り

/a>4月 施肥21851夕 >7月施肥 171り , M4で は4月

施肥272り/a>9月 施肥233榜>7月施肥 230ん,であり,
Ml,M2に おいては

'月
施肥が多収,M3,M4で は 4

月の施IIEが多収となつており,7月 施肥では何れの粗合せ

でも劣つていた。

同じ事項について年 2回施肥でのMlは 4,9月 施肥が
227り/a>4,7月 施肥220均>79月 216りであり,AL2

では4,9月施肥220り >7,9月 201ん ,>4,7月 187り ,M3
では4,9月 268ん,>7,9月 224ん夕>4,7月 118",A7o4で は

4,9月 224″>7,9月 221″ >4,7月 198り であり,各組合

せ共 4,9月施肥の風乾収量は多収であつた。

利用3年 目の春季,秋季における草種構成 (出現頻度 )

は年 1回施IIE,年 2回施肥ともほぼ同じような傾向にあり,

組合せ別にみるとA11でのNTは春季に10～ 35%台のもの

が秋季には30～ 45%と 増 し,PRは 35～ 60%台あつたも
のが秋季には30～ 50%台 と低 くなつている。 Kb,RTは

ほぼ同じ傾向にあった。 M2におけるNWは春季において
20～ 35%あ つたものが秋季において35-40る となり,PR
は35～ 55%であったが25-40%と なり,R00,00は lま
ば同じ傾向である。M3ではNWが春季 10～ 15%の ものが

秋には20～ 35%と なり,Kbは 10～ 35%の ものが10～ 25

%に減 じている。RTはほぼ同じ位の害1合 を維持 し,ROq
は20～ 40%台 のものが40～ 45%台に増 し, MFは 1部 に

点在する程度になつた。M4の組合せについては4月 施肥

区で春季にPRが 35%台が秋季には20%台になり,7月 施肥

が40%台が30%に ,9月施肥で30%が 50%に なつている。

IRに ついては消滅し,CLは 25～ 50%台 のものが,40～
60%と 大幅に増えている。OCは

'月
施llEで 25～ 40%と 増

しているほかは 4,7月 施肥区とも15～20%の範囲であり
'月施1巴 1区 のみが45～ 10%と減 している。RCは 3年 目に

してほとんど無 くなつた。年2回施llE区でも年 1回施1巴区

と同様の傾向であつた。

5 む  す  び

以上の結果から草地の生産性は,年次により変動がみら

れたが,3ヶ年を通じ,下繁草タイプのAra lの 組合せでNW,

PR,RT,Kbが 季節生産性の平準化が認められ,1回施
肥の 9月 施肥では特に明確であった。

また,家畜の採食による推定利用率においては,特に他

の組合せよりも優るので傾斜地における掃除刈り等の労力

も軽減するものと考えられた。最終利用年次の草種割合も

安定しており向後利用するにも良好な状態である。

なお,季節生産性の平準化を図るうえで,年 2回施丹巴に
ついては,春秋の施見脚 合を草生によつて考慮する事も必

要であるし,傾斜草地における省力施肥法,余 じよう草の

対策等について検討する必要があつた。


